菓子製造施設整備事業一の橋地区住民説明会
（町長挨拶原文）
■谷町長挨拶
　土曜日のお忙しい中、このように大勢の方がお集まりいただきまして大変ありがとうございました。
　旧一の橋小学校を活用しました菓子製造施設整備事業に伴う説明会を始めさせていただきます。
　一の橋地域でございますが、昭和30年代には人口2,000人を超える人口がございましたが、様々な産業構造の変革や、時代潮流の中で人口が著しく減少してまいりました。その中で、この地域には山びこ学園を設置したり、林業が衰退する中で、国有林を守ろうとした動きが歴史の中でありました。しかし、人口も百数十名まで減少してまいりまして、なかなか将来が見えない時期がございました。そのような中、平成22年度から一の橋バイオビレッジ構想が上がりまして、地域おこし協力隊の導入や、集住化住宅の整備など様々な取組みがその間に行われてきたところです。この核となりましたのが、森林資源を活用したバイオマス事業でございまして、バイオマスボイラーを導入することによりまして、年間を通じて熱を供給するシステムが構築したところです。それに伴って、産業や住宅や福祉施設に熱を供給することができ、年間を通じて快適な空間ができたところです。おかげさまで、集住化住宅も当初22戸整備させていただき、その後、滞在型も含めて6戸整備し、ほとんど満室で推移しているところです。また、仕事おこしとして、まちの直営でありますが、椎茸栽培をさせていただき、30人近くの方々に働いていただいているところです。おかげさまで、毎月600万円、年間7,200万円ほどの生産額をあげさせていただいております。現在取り扱っていただいております卸会社さんも、一番クレームの無い椎茸だとお褒めをいただいているところでございます。働いている方も誇りを持っていただいているのではないかと思います。その他、王子ホールディングスさんの企業誘致、植物の研究に伴って、雇用も広がってございまして、この地域にバイオビレッジ構想が立ち上がりましてから、飛躍的に広がったのではないかと思います。そのような中で、国連が提唱していますＳＤＧｓの取組み、日本語に略しますと持続可能な開発目標と申しまして、この取組みも日本でも始まり、外務省が管轄しているＳＤＧｓのアワードで下川町は総理大臣賞を受賞しました。また、内閣府が進めるＳＤＧｓ未来都市に応募したところ、本町が全国29の地区の中に選定されたところです。今回の公募に当たっては、20近くのプログラムを提案したところで、その一つにこの菓子製造施設整備事業がございまして、先般議会で菓子製造施設整備事業の予算を議決いただいたところです。そのＳＤＧｓに伴う菓子製造施設でございますが、地域モデルとして、北海道で初めて整備をし、事業を開始することで、この事業によって非常に大きい社会貢献があるのではないかと期待されているところです。
また、一の橋の活性化や人的、あるいは地域交流が起こるであろうと期待をされるところであります。さらにこの事業では、障がい者の方を雇用するという大きな目的がございまして、下川町の障がい者施設であります山びこ学園にもご協力をいただきながら、進めて行きたいと思っております。この事業に参画いただきます事業者についての詳細については、後で説明させていただきますが、東京のベルシステム24ホールディングスと豊橋にあります一般社団法人ラ・バルカグループという法人でありまして、この二つの協力関係をいただきながら、本町として、菓子製造施設を運用してまいりたいと思います。　　
さらに、この一の橋小学校については、展示施設になっておりますが、空きスペースもございますので、遊休施設の有効活用を進めて参りたいと思います。一の橋地域には、2,000人を超える人たちがいらっしゃいましたので、故郷回帰としてまた戻ってきていただいて、一の橋地域を懐かしみ移住定住につなげていくような活動を展開していきたいと思います。大変長くなりましたが、趣旨とこれまでの経緯を説明させていただきました。この後、担当からそれぞれ説明させていただきますので、皆さんから疑問や質問がございましたら、忌憚のないご意見をいただきたいと思います。以上、開会にあたりましてのご挨拶に代えさせて頂きます。どうぞよろしくお願いいたします。
